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飼料輸出国における BSE 汚

染の実態は不明であり、 

 

 

1ID50（50%の確率で 1 頭発

症する用量）は、約 0.38g48)

と推測されている。 

 

2003年7月以後の生まれで

20 ヶ月齢以下の牛群に BSE

感染牛が含まれる規模は、

年間多くても 0.4～1.7 頭

以下 

 

年間 0.4～1.7 頭以下 
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